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CATV MIXERS

屋外（内）用 CATVミキサー
入力2本

MX2N
（チャンネル指定）MX2SN

入力3本

MX3N
（チャンネル指定）MX3SN

●正しく安全にお使いいただくために、ご使用の前に、この「取扱説明書」をよくお読みください。
●この「取扱説明書」は、いつでも見ることができる場所に保管してください。

各種デジタル放送の信号を、より高品質で伝送するために、携帯電話や無線通信などの電波から影響
を受けにくい、高いシールド性能を備えた機器へマスプロ電工が表示している信頼のマークです。

取扱説明書

ご注文時の指定事項

MX2N

MX3SN

アルミダイカスト製 F型端子

付属品
F型コネクター（5Cケーブル用）････端子の個数分
防水キャップ･･･････････････････端子の個数分
木ねじ ････････････････････････････････ 2本
六角ボルト ････････････････････････････ 2本
ワッシャー･････････････････････････････ 2個
Uボルト･･･････････････････････････････ 1本
蝶ナット･･･････････････････････････････ 2個
取付金具･･････････････････････････････ 1個

特定のチャンネルを混合するCATVミキサーです。
アルミダイカストケースを使用していますから、
妨害電波の影響を受けません。

●受信入力チャンネル（FMの場合は受信入力周波数）
●電流通過端子（容量 ： 最大 AC30V 1A、DC15V 0.8A）
・出荷後の変更はできません。
・規格表（p.4）に記載されていない受信入力チャンネルは、特注品になります。詳しくは、お近くの支店・営業所へ
お問合わせください。

ご注意
設置工事には専門の技術が必要です。
専門の施工業者にご依頼ください。
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各部の名称と機能

使用例

使用上の注意事項

《MX3SNの例》

端子に表示してあるチャンネルに該当する
アンテナ（またはコンバーター、プリアンプ
など）からのケーブルを接続してください。

入力端子（INPUT）

増幅器の入力、または幹線に接続してください。
出力端子（OUTPUT）

●電流通過の表示は、ご指定の
入力端子に表示してあります。
●各端子をよく確認して間違え
ないように接続してください。
●7C以上のケーブルを接続する
ときは、必ずコンタクトピン付き
F型コネクターを使用してくだ
さい。

混合する信号に大きなレベル差があると、後続の増幅器でひずみによる妨害などが発生することがあります。
このような場合は、弱い方の信号にプリアンプを挿入して、各チャンネルのレベルをそろえてください。
また、特定のチャンネルだけが強すぎる場合は、減衰器を使用して、レベルをそろえてください。

特定のチャンネル
だけが弱い場合

●プリアンプを使用する
場合は、電流通過と
ご指定ください。

特定のチャンネル
だけが強い場合

使用例は、ご注文時の指定事項の内容によって異なります。

注文時の指定事項
●ch.13～40とch.45～62
●ch.45～62入力端子へ電流通過

MX2SN

注文時の指定事項
●FM・ch.1～12とch.13～62とch.13～62
●ch.13～62入力端子1か所へ電流通過

MX3N

AC20～30V
（またはDC15V）

80dBμV80dBμV50dBμV

MIX

プリアンプ

AC20～30V
（またはDC15V）

80dBμV80dBμV100dBμV

減衰器

MIX

注文時の指定事項
●FM・ch.1～12とch.13～62

MX2N

FM・VHF UHF

MX2N

FM・VHF UHFUHF

MX3N

プリアンプ

AC20～30V
（またはDC15V）

AC20～30V
（またはDC15V）

UHFUHF

MX2SN

プリアンプ

AC20～30V
（またはDC15V）

AC20～30V
（またはDC15V）

UHFUHF

MX3SN

UHF

注文時の指定事項
●ch.18とch.30とch.32

MX3SN
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取付方法

●取付工事を行うときは、落下防止のため、本器や工具を固定物にひもで結ぶなどの安全対策をしてから作業を
してください。
●台風や大雪などによって、ケース・取付金具・マストなどに異常があったり、蝶ナットなどがゆるんだりしていないか、
必ず点検してください。
また、本器が破損・変形した場合、 新しいものと交換してください。そのままにしておくと、ケースや取付金具など
の部品が、破損・落下して、 けがや建造物に損害を与える原因となることがあります。

注意

マスト
付属のUボルト、取付金具、蝶ナットを使用して、
マストに取付けます。

板壁面
付属の木ねじを使用して、板壁面に
取付けます。

ご注意
防水キャップにビニル
テープなどを巻付けて、
ケーブルに固定しない
でください。雨水がた
まり、故障の原因となり
ます。

Uボルト（付属品）

蝶ナット（2個）
（付属品）

取付金具（付属品）

マスト

（適合マスト径    ）22～48.6ｍｍ

アンテナから

増幅器または幹線へ

支持柱
①付属の六角ボルト、ワッシャーで
取付金具を固定します。

板壁面

木ねじ（2本）（付属品）

取付金具
（付属品） ワッシャー

（2個）
（付属品）

六角ボルト
（2本）
（付属品）

支持柱

②取付金具のスリットに市販の自在
バンドを通して、締付けます。

自在バンド
幅25ｍｍ
（市販品）

F型コネクターの取付方法 

芯線に白い膜が付いていること
があります。導通を良くするた
めに、必ず取除いてください。 

1. かしめ用リングにケーブルを通してください。
2. あみ線（編組）を折返してください。 
3. プラグの内側にアルミ箔が入るように、
アルミ箔の巻付けられている方向にプラグを
回しながら、 ていねいに押し込んでください。

あみ線（編組）やアルミ箔
の切れ端は、取除いてく
ださい。芯線に接触する
とショート状態になり、
テレビを見られなくなり
ます。

プラグが抜けないように、プラグの根元
でしっかりと圧着してください。

防水キャップは、75Ω
ケーブルの太さに合わ
せて切ってください。 

完成図

芯線 芯線 

●接触不良やショートを防ぐため、プラグはていねいに取付けてください。
●付属のF型コネクターは5Cケーブル用です。　　　　

①ケーブルを付属の防水
キャップに通します。

③プラグを取付けます。 ④かしめ用リングをペンチで圧着します。

防水キャップ
（付属品）

5Cケーブル
（別売品）

2mm

②ケーブルを加工します。
　（加工寸法は原寸大です）

4 9mm

芯線の先を斜めに 
切断してください。 

あみ線・アルミ箔の
ショートに注意

あみ線 芯線

アルミ箔
の切れ端プラグ

あみ線（編組）
を折返す

アルミ箔

芯線は、まっすぐにしてください。 
芯線が曲がっていると、ショートして機器が故障します。 芯線の長さは、必ず2mmにして

ください。
芯線が長すぎると、 コネクターが破損して機器が故障します。

完成 

かしめ用リング 

ケーブル 

かしめ用
リング

1mm以下

かしめ用リング

●市販の結束バンド、
ロープなどで固定
してください。
●入力と出力のケー
ブルは、束ねない
ように配線してくだ
さい。

●防水キャップは曲がら
ないようにして、まっ
すぐ確実に押し込んで
ください。
●防水キャップが外れて
いたり、曲がっていた
りすると、雨水が防水
キャップやケーブル内
に浸入してショート
状態になり、受信不良
になります。
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●製品向上のため  仕様･外観は変更することがあります。
●この製品を廃棄する場合、排出する自治体のルールに従ってください。

規格表

Model 受信入力チャンネルの組合せ
入・出力
インピーダンス
（Ω）

通過帯域
損失

（dB以下）

阻止帯域
減衰量

（dB以上）

入力
VSWR
（以下）

外観寸法
（mm）
H×W×D

質量（重量）
（g） シンボル

MX2N 広帯域の2本入力
混合用

AM
+

FM・VHF（ch.1～12）
UHF（ch.13～ 62）

75
（F型端子）

AM：0.1
FM・VHF 2.0： 
UHF：0.6

20
AM：2

FM・VHF・UHF：1.5

148×125×60
約750

（取付金具）一式を含む

MIX

FM・VHF（ch.1～12）
+

UHF（ch.13～62）

VHF：1
UHF：1.2

18
VHF：2.4
UHF：2.6

UHF（ch.13～ 62）
+

UHF（ch.13～ 62）
5.5 13 ※1 2.2

MX2SN

MX2Nを除く、
チャンネル指定、
および帯域指定
の2本入力混合用

UHF単チャンネル
          +       ※２
UHF単チャンネル

75
（F型端子）

6 7 3

UHF単チャンネル ※２
+

UHF3チャンネル ※3

単チャンネル：6
3チャンネル：4.8

7 3

UHF（ch.13～ 40）
+

UHF（ch.45～ 62）
3.5 12 3.6

MX3N 広帯域の3本入力
混合用

FM・VHF（ch.1～12）
+

UHF（ch.13～ 62）
+

UHF（ch.13～ 62） 75
（F型端子）

VHF：1.2
UHF：5.5

VHF：22
UHF：13 ※1

VHF：2.2
UHF：2.6

MIX

FM・VHF（ch.1～12）
+

FM・VHF（ch.1～12）
+

UHF（ch.13～ 62）

VHF：4.4
UHF：1.2

VHF：13 ※1
UHF：18

VHF：2.4
UHF：2.6

MX3SN

MX3Nを除く、
チャンネル指定、
および帯域指定
の3本入力混合用

UHF単チャンネル
+

UHF単チャンネル ※２
+       

UHF単チャンネル

75
（F型端子）

6 7 3

FM・VHF（ch.1～12）
+

UHF単チャンネル 
※２+       

UHF単チャンネル

VHF：2
UHF：6

VHF：18
UHF：7

VHF：2.4
UHF：3

FM・VHF（ch.1～12）
+

UHF単チャンネル ※２
+       

UHF3チャンネル ※3

VHF：2
U単チャンネル：6.2
U3チャンネル：4.8

VHF：18
UHF：7

VHF：2.4
UHF：3

FM・VHF（ch.1～12）
+

UHF（ch.13～40）
+

UHF（ch.45～62）

VHF：2
UHF：3.5

VHF：18
UHF：12

VHF：2.4
UHF：3.6

※1 端子間阻止量です。
※2 UHF単チャンネルは、すべてch.13～ 52までのチャンネルに限ります。
※3 UHF3チャンネルはch.26～ 39の範囲内で連続したチャンネルに限ります。（例：ch.33・34・35）




